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卵１個
砂糖(種類はお好みで)

15ℊ
米粉15ℊ
ベーキングパウダ―

ひとつまみ
サラダ油２ℊ
牛乳５ℊ
生クリーム適量
好みのフルーツ（バナナ、イ
チゴ、キウイなど）

ふれあいふれあいふれあい
みなさまとＪＡを結ぶみなさまとＪＡを結ぶ Hot LineHot Line

５５
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特集：思い出も友だちもいっぱい特集：思い出も友だちもいっぱい
～2016わくわく夢らんど～～2016わくわく夢らんど～
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TEL0237-55-6311㈹

FAX0237-55-5825

材 料

お問い合わせは下記へどうぞ！購読は１冊(ひと月分)から可能です。
◆村山経済事業所 0237-52-4160 ◆尾花沢経済事業所 0237-22-1310 ◆大石田経済事業所 0237-35-3133

❶ボウルに卵と砂糖を入れ、Ａのお湯で湯せんにかける。人肌
(37～38℃)くらいになるまでよく混ぜる。

❷湯せんからボウルをはずしてハンドミキサーで混ぜる。生地を持ち
上げたとき、リボンのように垂れるようになるまで混ぜる。
❸Ｂを❷に入れ、ゴムベラでよく混ぜる(粉が見えなくなればＯＫ)。
❹Ｃを❸に入れ、ゴムベラでよく混ぜる。
❺Ｄで温めておいたホットプレートに流し入れて、「保温」で焼く。
５分経ったらひっくり返して２～３分焼く。
❻粗熱が取れた生地を、生クリームとフルーツで飾り付けて完成。

作り方

こちらにもアクセス‼

※
内
容
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ホームページ Facebook

オーブンを使わずに、気軽に作れるオムレットです。焼くときは、生地の下にクッキングシートを
敷いてもＯＫ。「焼く」というよりも「乾かす」感じで火を通して下さい。生クリームを手作りする
場合は、オムレットの生地の甘さに合わせて、クリームに入れる砂糖の量を調整して下さいね。目安
は、クリームの量の５～10％の分量です。

No.254No.254

こめっこオムレットこめっこオムレット
ホットプレートでつくれちゃう！ホットプレートでつくれちゃう！

こめっここめっここめっこ
シェフからシェフからシェフから
一言一言一言

[準備] Ａ 湯を沸騰させておく。
Ｂ 米粉とベーキングパウダーを混ぜておく。
Ｃ サラダ油と牛乳を混ぜておく。
Ｄ ホットプレートを「保温」で温めておく。

(２個分)
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■すくすくふれあい家族
／理事会だより

２

■この農家に聞く。３

■特集

思い出も友だちもいっぱい
～2016わくわく夢らんど～
４

■ニュース展望台６

■平成28年度 ＪＡみちのく村山
農事実行組合長のみなさんを紹
介します８

■あつまれ！ふれあい広場10

■みちのくぼいす
／クロスワードパズル
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■お知らせ掲示板14

■こめっこレストラン16
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歳
の
頃
か
ら
で
す
。

―
就
農
当
時
と
今
の
心
の
変
化
は

今
は
機
械
化
が
進
ん
だ
の
で
、

特
に
米
作
り
は
楽
に
な
り
ま
し
た

ね
。
私
は
、
手
作
業
で
農
業
を
や

っ
て
い
た
最
後
の
世
代
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
妻
も
、
農
作
業

に
携
わ
り
始
め
た
頃
は
、
も
う
機

械
化
が
進
ん
で
い
て
、
手
作
業
は

見
た
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。
あ

の
頃
は
「
900
把
を
１
日
で
刈
れ
な

い
と
一
人
前
じ
ゃ
な
い
」
と
言
わ

れ
た
り
し
ま
し
た
。
バ
イ
ン
ダ
ー

や
耕
運
機
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
昭
和
40
年
頃
か
ら
で
し
ょ

う
か
。
当
時
は
米
と
養
蚕
が
中
心

で
、
家
が
そ
の
ま
ま
養
蚕
小
屋
で

し
た
。
年
間
で
、
米
100
俵
と
繭
が

百
貫
(375
キ
ロ
）
採
れ
れ
ば
食
っ

て
い
け
る
時
代
だ
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
後
は
養
蚕
も
廃
れ
ま
し
た
が
、

う
ち
で
は
昭
和
50
年
代
前
半
ま
で

や
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
最
後

の
世
代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
10

年
ほ
ど
キ
ュ
ウ
リ
を
作
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
養
蚕
よ

り
も
大
変
で
、
現
在
は
米
と
ス
イ

カ
の
２
本
立
て
で
す
。

―
心
に
残
る
出
来
事
は
？

ス
イ
カ
作
り
や
、
農
業
を
通
し

た
仲
間
と
の
交
流
が
一
番
の
思
い

出
で
す
。
ス
イ
カ
生
産
部
会
の
支

部
長
や
農
業
委
員
も
務
め
て
、
多

く
の
人
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
い
い

仲
間
に
恵
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。

研
修
旅
行
で
、
全
国
を
見
て
回
る

の
も
楽
し
み
で
し
た
。

―
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

農
作
業
は
、
基
本
的
に
「
き
ち

っ
と
」
し
た
い
性
格
で
す
。
ス
イ

カ
栽
培
の
講
習
や
研
修
も
必
ず
出

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
出
席
す

れ
ば
、
何
か
ひ
と
つ
学
ん
で
こ
ら

れ
ま
す
か
ら
ね
。
栽
培
や
消
毒
に

つ
い
て
も
新
し
い
技
術
が
ど
ん
ど

ん
出
て
く
る
の
で
、
覚
え
て
い
か

な
い
と
。
農
業
は
、
収
穫
の
季
節

に
な
る
と
、
努
力
の
結
果
が
必
ず

表
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
頑
張
ら

な
く
ち
ゃ
。
つ
く
づ
く
、
今
は
機

械
化
が
進
ん
で
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
昔
は
牛
で
代
掻
き
を
、
三

本
ぐ
わ
で
田
起
こ
し
を
や
っ
て
い

ま
し
た
か
ら
ね
…
。

―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

去
年
の
春
ま
で
は
、
認
定
農
業

者
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
こ
れ
以
上
の
規
模
拡
大

も
難
し
い
と
判
断
し
て
辞
め
ま
し

た
。
今
の
農
業
は
、
も
っ
と
大
規

模
に
や
ら
な
い
と
割
に
合
い
ま
せ

ん
か
ら
ね
。
そ
れ
に
年
齢
的
な
も

の
も
あ
り
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
70
歳

を
過
ぎ
る
と
、
気
持
ち
は
負
け
な

い
つ
も
り
で
も
、
な
か
な
か
疲
れ

が
取
れ
ま
せ
ん
。
60
代
ま
で
は
体

も
動
い
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
も
と

も
と
、
子
供
に
農
業
を
継
が
せ
よ

う
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
し
、
今
後
は
体
が
続
く
限

り
現
状
維
持
で
、
だ
ん
だ
ん
面
積

を
減
ら
す
こ
と
も
考
え
な
が
ら
や

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

大石田町田沢

森 日世志 さ ん（39歳）
もり

藍 さ ん（39歳）

風 琉 く ん（９歳）

理 乃 ちゃん（３歳）

小学校では、図工と
音楽の授業が好きとい
う風琉くん。買っても
らったギターで目標の
曲を練習中です。おじ
いちゃんが作ったオモ
チャの剣や鉄棒でも元
気に遊びます。理乃ち
ゃんは、年齢を聞いた
ら「３歳になりまし
た！」と一生懸命にお
返事。最近はお兄ちゃ
んと「スライム」や折
り紙に夢中です。風琉
くんは面倒見もよく、
外で遊ぶときも理乃ち
ゃんを気にかけていま
す。気にかけすぎて、
逆にケンカになっちゃ
うこともあるとか!?
カメラの前では、暖か
な季節にぴったりの笑
顔を見せてくれました。

PROFILE

尾花沢市牛房野尾花沢市牛房野

佐藤 孝雄 さん（73歳）佐藤 孝雄 さん（73歳）
ささ

■水稲3.7㌶ スイカ85㌃を栽培■水稲3.7㌶ スイカ85㌃を栽培

ひ し

あい

かぜ る

り の

とうとう たかたか おお

―
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
す
ぐ

就
農
し
ま
し
た
。
昭
和
33
年
度
卒

な
の
で
、
も
う
60
年
く
ら
い
に
な

る
ん
で
す
ね
。
一
番
初
め
は
面
白

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。
本
当

は
学
校
に
行
き
た
か
っ
た
(笑
)だ

け
ど
、
い
い
も
の
が
収
穫
で
き
た

時
の
嬉
し
さ
は
、
最
初
の
頃
か
ら

ず
っ
と
あ
り
ま
す
。
正
式
に
家
業

を
継
い
だ
の
は
20
歳
の
時
で
、
そ

の
頃
か
ら
記
録
を
つ
け
て
、
自
分

で
管
理
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
の
面
白
さ
を
は
っ
き
り
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
24
〜
25

第１号 平成27年度資産査定結果と貸倒引当金繰入について
第２号 平成27年度事業損益計算書、剰余金処分(案)について
第３号 第21回通常総代会開催日程及び付議案件について
第４号 定款・規約の一部変更について
第５号 農産物検査業務規程と農産物検査用等級証印・

検査員認印の取扱要領の一部変更について
第６号 理事会議事録保管管理場所及び閲覧要領の制定について
第７号 連結財務諸表作成にかかる連結の範囲について
第８号 不良債権の処理方針について
第９号 余裕金運用規程の一部改正について
第10号 余裕金運用にかかるリスク管理手続の一部改正

について
第11号 出資口数の減口承認について
追加１ 決算賞与の支給について

【報告事項】
・経過報告および行事予定について

・主要勘定・安全性の指標について
・平成27年度財務諸表等監査(期末監査Ⅱ)の実施について
・合併20周年記念事業の費用明細について
・平成27年度組合員の加入脱退について
・苦情処理定期報告について
・自主検査の実施・改善状況報告について
・大口貸出先にかかる設定極度額の変更について
・証券窓販業務の変更について（登録金融機関の営業所
又は事務所において取扱う業務の種類の変更）
・大口信用供与先の経営状況等について
・貸出金延滞債権・経済未収金固定化債権支店別明細について
・余裕金の運用状況について
・ＡＴＭの稼働状況について
・５月連休中のＡＴＭご利用日について
・平成27年度 ㈱みちのくサービスの事業決算書について

第１回理事会が４月20日に開催。
主な議案と内容は次のとおりです理 事 会 だ よ り

来月のあなたの運勢 ６月占いコーナー

よ

先月号の当コーナーで、大場仁徳くんが「地域の駅伝の選手」であると記載しました
が、そのような事実はありませんでした。誤表記となったことにつきまして、大場様な
らびに関係者・読者の皆様へご迷惑をおかけしましたことを、深くお詫びいたします。

お詫び



４５ 牡羊座
3/21～4/19

【全体運】フットワークが軽くなりそう、興味のあることには、意欲的にトライしてみましょう。旅行も大賛成！
【健康運】小まめに運動すると、体力アップ効果大 【幸運の食べ物】エダマメ

牡牛座
4/20～5/20

【全体運】部屋の片付けをしたり、趣味や好きなことを楽しんだり、ゆったり過ごして、じっくり情報を集めるのにも最適
【健康運】自然体が一番。徹夜などの無理は避けて 【幸運の食べ物】オクラ



牛部会の第17回通常総会が行われ、今年度の事業計
画などについて審議しました。役員改選では、8年
間部会長をつとめた荻野雅人さんにかわり、東海林
和博さん（尾花沢地区）が就任。「中身の濃い部会活
動にしよう」とあいさつし、新体制でのスタートを
切りました。

６７

偶数月の15日に、楯
岡・葉山・尾花沢・大石
田の４支店で行われる
「お客様感謝デー」。今年
度最初の「感謝デー」と
なる4月15日は、各支店
でお団子を準備してお客
様を歓迎しました。6・
8・10・12・2月も実施予
定です。お気軽にお越し
ください！

今年度も「お客様感謝今年度も「お客様感謝今年度も「お客様感謝
デー」でおもてなしデー」でおもてなしデー」でおもてなし

４
月
24
日
、
Ｊ
Ａ
全
農
山
形
は

「
次
世
代
へ
つ
な
げ
る
園
芸
王
国

山
形
」
の
確
立
を
め
ざ
し
、
園
芸

拡
大
推
進
大
会
を
山
形
市
で
開
催

し
ま
し
た
。
吉
村
美
栄
子
県
知
事

や
全
国
の
主
要
市
場
関
係
者
、
当

Ｊ
Ａ
の
役
職
員
な
ど
あ
わ
せ
て
200

人
が
参
加
。
長
澤
豊
Ｊ
Ａ
全
農
山

形
運
営
委
員
会
会
長
は
、「
新
た

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
構
築

し
、
競
争
力
あ
る
産
地
づ
く
り
に

取
り
組
む
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。
具
体
的
な
実
施
目
標
と
し
て
、

園
芸
生
産
基
盤
の
拡
充
強
化
、
集

荷
拡
大
お
よ
び
系
統
販
売
力
の
強

化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

め
ざ
す
は

め
ざ
す
は

め
ざ
す
は

競
争
力
あ
る

競
争
力
あ
る

競
争
力
あ
る

｢園
芸
王
国
山
形
」

｢園
芸
王
国
山
形
」

｢園
芸
王
国
山
形
」

春
作
業
で
に
ぎ
わ
う
育
苗
セ
ン
タ
ー

春
作
業
で
に
ぎ
わ
う
育
苗
セ
ン
タ
ー

春
作
業
で
に
ぎ
わ
う
育
苗
セ
ン
タ
ー

▲小関幸藏さんによる
神事（12日）

４
月
12
日
か
ら
、
播
種
作
業
と
催
芽
種
子

の
引
き
渡
し
が
始
ま
っ
た
村
山
市
中
央
育
苗

セ
ン
タ
ー
。
12
日
の
朝
に
は
、
今
年
の
豊
穣

と
作
業
員
の
安
全
を
祈
願
す
る
儀
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
村
山

市
の
米
栽
培
の
う
ち
、
特
に
つ
や
姫
に
つ
い

て
は
温
湯
消
毒
処
理
か
ら
催
芽
ま
で
の
作
業

を
全
面
的
に
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

新体制で肉用牛部会新体制で肉用牛部会新体制で肉用牛部会
活動スタート活動スタート活動スタート

▲昨年度の活動報告や収支予算を審議

4月21日、ＪＡみちのく村山肉用

青年部総会 鈴木さんが新委員長に青年部総会 鈴木さんが新委員長に青年部総会 鈴木さんが新委員長に

▲青年組織協議会の副会長にも就任
（写真中央。3月30日山形市で）

青年部は４月13日、本店で第21回通常総会を開催。
今年度も営農・農政・ＪＡ活動の推進、組織の拡充
強化、食農教育につとめていくことを確認しました。
役員改選では、鈴木裕雅さん（尾花沢地区）が新委
員長に選任。鈴木さんは、今年度の山形県青年組織
協議会の副会長にも就任しています。

若
手
ス
イ
カ
農
家
が
研
修
に
参
加

若
手
ス
イ
カ
農
家
が
研
修
に
参
加

若
手
ス
イ
カ
農
家
が
研
修
に
参
加

▲「毎シーズン、限られた時間
でいかに多く品物を出すかが
課題」と小野塚課長

村
山
市
の
若
手
ス
イ
カ
農
家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
村
山
営
農
セ
ン

タ
ー
「
村
山
す
い
か
研
究
会
」
は
４
月
７
日
、
ス
イ
カ
栽
培
の
研
修
会

を
開
き
ま
し
た
。
東
京
青
果
株
式
会
社
の
小
野
塚
大
悟
果
実
部
課
長
が

講
演
し
、
若
い
生
産
者
が
多
い
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
「
価
格
形
成
は
皆

さ
ん
の
技
術
の
安
定
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

双子座
5/21～6/21

【全体運】新しいことを始めるのに向いています。温めていたプランを実行に移してみて。未体験ジャンルでも成功の兆し
【健康運】オーバーワークにご用心。ほどほどが正解 【幸運の食べ物】イワシ

蟹 座
6/22～7/22

【全体運】気配り上手を目指すことで、つきが巡ってくる星回り。持ち前の面倒見の良さを生かして。鏡を磨くのも開運に
【健康運】何か運動を始めると、上達が早く刺激に 【幸運の食べ物】アンズ

▲ガンバロー三唱で、園芸作物の有利販売を祈念

▲新部会長の
東海林和博さん

▲あいさつする鈴木裕雅
新委員長

▲講演に聞き入るスイカ農家たち

品
質
良
好
！

品
質
良
好
！

品
質
良
好
！

加
温
ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
最
盛
期

加
温
ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
最
盛
期

加
温
ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
最
盛
期

村
山
地
区
で
４
月
か
ら
出
荷
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
加
温
ハ
ウ
ス
さ
く
ら

ん
ぼ
。
４
月
４
日
の
目
ぞ
ろ
え
会
で
は
、
出
荷
容
器
へ
の
詰
め
方
な
ど
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
力
商
品
の
「
佐
藤
錦
」
も
、
現
在
出
荷
が
ピ
ー
ク
。

最
上
級
の
色
・
つ
や
・
味
で
、
今
年
も
市
場
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
集

出
荷
作
業
は
５
月
下
旬
ま
で
続
く
予
定
で
す
。

待
ち
に
待
っ
た
オ
ー
プ
ン
！

待
ち
に
待
っ
た
オ
ー
プ
ン
！

待
ち
に
待
っ
た
オ
ー
プ
ン
！

産
直
「
つ
な
ぎ
」
に
春
来
た
る

産
直
「
つ
な
ぎ
」
に
春
来
た
る

産
直
「
つ
な
ぎ
」
に
春
来
た
る

冬
期
間
、
売
り
場
を
グ
リ
ー
ン
お
お
い
し
だ
に
移
動
し
て
い
た

大
石
田
農
産
物
直
売
所
「
つ
な
ぎ
」
が
、
４
月
17
日
に
春
の
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
の
主
婦
や
若
い
夫
婦
な
ど
が
訪
れ
て
、

小
松
菜
や
ホ
ウ
レ
ン
草
、
山
菜
や
加
工
品
な
ど
、
生
産
者
が
手
塩

に
か
け
て
作
っ
た
品
物
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。
来
店
者
に
は
玉

こ
ん
に
ゃ
く
の
振
る
舞
い
も
。「
つ
な
ぎ
」
の
営
業
時
間
は
、
午
前

９
時
半
か
ら
午
後
５
時
半
。
毎
週
水
曜
が
定
休
日
で
す
。

▲催芽種子の引き渡し作業中（15日）

▲オープン準備中。販売台に、どんどん生産物が並べられました

▲野菜を吟味。「どれも新
鮮でおいしそう！」

▲ただ今集出荷作業中。今
年度は7,500ケースの出
荷を見込んでいます

目
ぞ
ろ
え
会
で
Ｊ
Ａ
職
員
が
説
明

◀
(４
日
、
果
実
選
果
施
設
で
）

◀
春
は
や
っ
ぱ
り
お
団
子
♪

▶
ご
来
店
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▶
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
お
見
逃
し
な
く

15
日
は
こ
の
の
ぼ
り

が
目
印

◀



８９ 乙女座
8/23～9/22

【全体運】自分の殻に閉じこもりやすくなる気配。周囲の意見に耳を傾け、柔軟性を発揮しましょう。読書で気分転換を
【健康運】有益な健康法を発見。元気に過ごせそう 【幸運の食べ物】ミョウガ

獅子座
7/23～8/22

【全体運】人脈を広げるチャンスです。飲み会やレジャーの誘いには気軽に応じて。美術館巡りも良い刺激に
【健康運】うっかりしがち。慎重な行動を心掛けて 【幸運の食べ物】ピーマン

【楯
岡
事
務
所
】

◆
楯
岡
地
区

奥
山

賢
一
（
上
新
町
）

◎
小
関

幸
藏
（
下
新
町
）

松
岡

眞
一
（
二
日
町
）

伊
藤

眞
一
（
鶴
ヶ
町
）

笹
原

忠
市
（
北
町
）

○
髙
橋

勝
廣
（
湯
沢
）

佐
藤

昇
（
湯
沢
第
１
）

柴
崎

実
（
湯
沢
第
２
）

佐
々
木

進
（
北
楯
）

高
梨

栄
（
南
楯
）

松
田

義
洋
（
北
馬
場
）

菊
池

薫
（
南
馬
場
）

和
泉

昭
男
（
大
沢
川
）

石
川

征
男
（
上
笛
田
）

菅
井

利
幸
（
中
笛
田
）

吉
岡

徹
（
下
笛
田
）

松
田

宜
修
（
南
荒
町
）

井
上

清
志
（
中
荒
町
）

矢
矧
喜
平
治
（
北
荒
町
）

◆
大
倉
地
区

○
齋
藤

敏
之
（
大
上
）

平成28年度の農事実行組合長の皆さんが決まりました。敬称は省略させていただきます。
◎は代表者、○は副代表者、( )内は農事実行組合名です。

【尾
花
沢
支
店
】

鈴
木

敏
正
（
上
町
１
）

小
埜

勝
雄
（
上
町
２
）

◎
大
類
喜
久
男
（
上
町
３
）

間
宮

清
（
上
町
４
）

鈴
木

正
力
（
上
町
５
）

鈴
木

明
（
梺
町
１
）

笹
原

哲
（
梺
町
２
）

奥
山

仁
志
（
梺
町
３
）

加
藤

一
志
（
横
町
１
）

沼
沢

滋
（
横
町
２
）

佐
藤

惣
一
（
北
町
）

高
橋

健
（
荒
楯
）

大
類

正
（
新
町
５
）

菅
野

武
（
朧
気
）

【大
石
田
支
店
】

桐
原

完
司
（
今
宿
）

秋
葉

浩
（
新
町
・
川
端
）

間
宮

良
一
（
四
日
町
）

○
伊
藤

強
（
東
町
）

斉
藤

武
男
（
上
ノ
原
）

今
田

榮
夫
（
井
出
）

伊
藤

茂
（
曙
町
）

高
橋

金
雄
（
上
宿
）

奥
山

宏
（
下
宿
・
黒
滝
）

奥
山

政
雄
（
上
ノ
原
）

髙
橋

久
（
坂
ノ
上
）

髙
橋
吉
兵
エ
（
来
迎
寺
）

奥
山

謙
一
（
里
）

大
場

茂
（
田
沢
上
）

伊
藤

正
博
（
田
沢
下
）

○
髙
橋

謙
悦
（
小
菅
）

後
藤

芳
弘
（
新
山
寺
）

柏
倉

孝
志
（
豊
田
）

井
苅

良
治
（
川
前
）

○
青
木

忠
弘
（
大
浦
）

鑓
水

武
（
白
鷺
）

海
藤

義
則
（
次
年
子
）

早
坂

英
樹
（
岩
ケ
袋
）

齋
藤

松
吉
（
上
ノ
台
）

工
藤

薫
（
海
谷
）

◎
三
浦

清
孝
（
鷹
巣
１
）

佐
々
木
正
志
（
鷹
巣
２
）

石
山

吉
信
（
鷹
巣
３
）

海
藤

雅
彦
（
駒
籠
）

◎
坂
部
喜
代
美
（
林
崎
）

鈴
木

政
夫
（
金
谷
）

鈴
木

正
（
行
川
）

鈴
木

成
男
（
中
沢
）

齋
藤

久
士
（
新
山
）

【西
郷
事
務
所
】

工
藤

俊
松
（
碁
点
）

結
城

薫
（
浦
）

須
藤

良
一
（
中
条
）

柴
田

一
弥
（
宿
）

須
藤

昭
信
（
上
宿
）

井
上

昭
治
（
乙
宿
）

田
中

和
幸
（
中
組
）

須
藤

啓
一
（
下
組
）

板
垣

正
洋
（
浮
沼
第
１
）

矢
萩

節
雄
（
浮
沼
第
２
）

板
垣

英
樹
（
道
六
）

◎
板
垣

藤
男
（
名
取
第
１
）

板
垣

輝
夫
（
名
取
第
２
）

矢
萩

光
雄
（
中
原
）

原
田

清
明
（
清
水
）

○
太
田

幸
信
（
大
淀
）

佐
藤

啓
治
（
長
島
）

【袖
崎
事
務
所
】

鈴
木

洋
一
（
本
飯
田
第
１
）

石
塚

照
夫
（
本
飯
田
第
２
）

○
齊
藤

実
（
本
飯
田
第
３
東
）

後
藤

清
一
（
本
飯
田
第
３
西
）

斎
藤

照
夫
（
本
飯
田
第
４
）

永
岡

定
雄
（
本
飯
田
第
５
）

遠
藤

正
人
（
本
飯
田
第
６
）

佐
藤

民
雄
（
土
生
田
第
１
）

佐
藤

俊
直
（
土
生
田
第
２
）

小
室

弘
之
（
土
生
田
第
３
）

冨
樫

源
一
（
土
生
田
第
４
）

◎
東
海
林

誠
（
土
生
田
第
５
）

阿
部

健
志
（
土
生
田
第
６
）

青
木

繁
雄
（
土
生
田
第
７
）

太
田
喜
一
郎
（
高
玉
）

鈴
木

政
和
（
赤
石
）

青
戸

保
雄
（
五
十
沢
）

【葉
山
事
務
所
】

保
科

要
一
（
楯
下
釜
）

芦
野

聴
（
西
口
）

◎
井
上

朝
元
（
上
宿
）

小
山

雄
一
（
新
宿
）

松
田
賀
津
則
（
下
宿
）

渋
谷

力
（
平
野
）

菊
地

和
幸
（
北
口
）

保
科

秀
夫
（
水
南
）

片
桐

秀
行
（
東
）

門
脇

永
和
（
門
前
）

奥
山

勝
美
（
河
原
前
）

仲
嶋

康
弘
（
下
原
）

井
澤

實
（
上
原
）

海
老
名
富
治
（
楯
）

後
藤

豊
志
（
宝
）

布
宮

憲
哉
（
天
神
）

藤
田

正
志
（
上
久
保
）

古
原

章
司
（
下
久
保
）

渡
辺

啓
治
（
下
小
路
）

鈴
木

正
雄
（
矢
木
沢
）

後
藤
千
賀
志
（
山
際
）

髙
橋

光
義
（
中
ノ
目
）

鈴
木

孝
男
（
下
荒
敷
）

大
沼

貞
治
（
上
荒
敷
）

宮
林

徹
（
北
山
）

○
青
木

勝
一
（
上
ノ
宿
）

松
田

一
孝
（
巾
木
田
）

飛
田

文
雄
（
上
仲
宿
）

松
田

隆
（
下
仲
宿
）

阿
部

錦
一
（
新
田
）

【大
高
根
事
務
所
】

高
橋

勲
（
上
深
沢
大
林
）

青
柳

直
行
（
下
深
沢
）

◎
酒
井

正
之
（
道
田
）

工
藤

明
（
楯
）

石
沢

宗
雄
（
外
宿
）

工
藤

憲
忠
（
平
林
）

石
澤

誠
吉
（
上
中
原
）

石
澤

邦
男
（
下
中
原
）

工
藤

秀
昭
（
里
）

石
澤

文
一
（
森
）

生
亀

和
男
（
小
滝
）

後
藤

繁
（
境
ノ
目
）

生
亀

勝
男
（
中
山
大
谷
地
）

黒
沼

洋
昭
（
新
西
）

○
井
上

国
雄
（
下
小
屋
）

黒
沼

一
茂
（
大
石
）

井
上

雅
雄
（
大
鳥
居
）

【戸
沢
事
務
所
】

笹
原

正
義
（
本
郷
）

◎
笹
原

芳
（
水
口
）

齋
藤

真
栄
（
松
倉
）

齋
藤

定
男
（
須
摩
）

卯
野

久
悦
（
樽
石
北
）

笹
原

茂
規
（
日
影
）

○
太
田

一
男
（
稲
下
北
部
）

井
澤

勉
（
稲
下
中
部
）

佐
藤

利
吉
（
稲
下
南
部
）

井
澤

勝
家
（
稲
下
東
部
）

髙
橋

雄
一
（
反
田
）

髙
橋

昭
吉
（
沖
）

髙
橋

誠
一
（
驚
滝
）

奥
山

良
策
（
船
橋
）

髙
橋

稔
（
共
栄
）

齋
藤

實
（
土
海
在
家
）

青
柳

敏
幸
（
北
畑
）

保
科

和
廣
（
弓
田
）

中
里

邦
男
（
新
町
）

大
沼

和
義
（
新
田
）

仁
藤

孝
行
（
宮
下
第
１
）

大
沼

秀
輝
（
宮
下
第
２
）

二
藤
部
良
広
（
二
藤
袋
１
）

阿
部

信
雄
（
二
藤
袋
２
）

阿
部

利
道
（
二
藤
袋
３
）

柴
田

孝
一
（
二
藤
袋
開
拓
１
）

今
野

五
郎
（
二
藤
袋
開
拓
２
）

○
大
類

金
弥
（
田
沢
）

星
川
茂
平
治
（
牛
房
野
１
）

佐
藤

信
彦
（
牛
房
野
２
）

星
川

正
秀
（
牛
房
野
３
）

柳
瀬
喜
美
雄
（
牛
房
野
４
）

高
橋

良
一
（
横
内
）

石
塚

良
一
（
五
十
沢
）

菅
野

豊
（
和
合
）

【福
原
事
務
所
】

榎
本

信
次
（
荻
袋
１
）

矢
作

鼎
（
荻
袋
２
）

田
中

末
蔵
（
荻
袋
３
）

榎
本

淳
志
（
荻
袋
４
）

伊
勢
村
孝
之
（
荻
袋
開
拓
１
）

戸
津

茂
光
（
荻
袋
開
拓
２
）

◎
渡
辺

精
一
（
寺
内
１
）

押
切

浩
明
（
寺
内
２
）

奥
山

啓
二
（
寺
内
３
）

菅
野

廣
作
（
西
原
１
）

広
瀬

秀
宣
（
西
原
２
）

東
海
林
富
弥
（
南
沢
１
）

東
海
林
伸
治
（
南
沢
２
）

○
小
松

良
雄
（
野
黒
沢
１
）

三
浦

政
博
（
野
黒
沢
２
）

大
類
喜
美
男
（
芦
沢
１
）

東
海
林

正
（
芦
沢
２
）

矢
作

晴
義
（
小
山
開
拓
）

工
藤

誠
（
芦
沢
駅
前
）

神
保

玲
（
大
海
平
）

石
川

良
子
（
名
木
沢
１
）

石
川

弘
（
名
木
沢
２
）

大
類

栄
次
（
名
木
沢
３
）

斉
藤

吉
勝
（
名
木
沢
４
）

工
藤

弘
志
（
西
野
々
）

阿
部

淳
（
毒
沢
）

【宮
沢
事
務
所
】

◎
押
切

喜
和
（
上
の
宿
）

高
橋

利
政
（
正
厳
１

－

１
）

菅
藤

成
夫
（
正
厳
１

－

２
）

高
橋

信
昭
（
正
厳
２
）

堀
江

悦
郎
（
正
厳
３
）

早
坂
哲
太
郎
（
丹
生
１
）

○
本
間
長
三
郎
（
丹
生
２
）

石
塚

壽
一
（
丹
生
３
）

堀
江

三
利
（
安
久
戸
）

井
上

節
夫
（
玉
野
原
）

◆
押
切
出
張
所

三
浦

秀
一
（
中
島
）

森
山

積
（
押
切
）

高
橋

正
雄
（
高
橋
）

大
貫

清
美
（
中
刈
）

今
野

智
徳
（
矢
越
）

○
柴
崎

盛
雄
（
関
谷
）

押
切

拓
己
（
市
野
々
）

押
切

征
一
（
岩
谷
沢
）

◎
三
浦

義
一
（
行
沢
）

【玉
野
事
務
所
】

笹
原

善
昭
（
下
原
田
）

菅
野

宥
七
（
北
郷
）

菅
野
他
美
雄
（
坂
本
）

髙
橋

昭
（
鶴
巻
田
）

折
原

政
美
（
鶴
巻
田
）

◎
落
合

正
男
（
母
袋
）

西
塚

咲
男
（
粟
生
）

○
柳
元

武
夫
（
下
柳
）

柳
橋

仁
（
寺
町
）

田
村

春
陽
（
上
原
田
）

木
戸

健
悦
（
銀
山
）

【常
盤
事
務
所
】

○
柏
倉

孝
範
（
三
日
町
）

◎
鈴
木
敬
次
郎
（
九
日
町
１
）

菅
藤

守
（
九
日
町
２
）

佐
々
木

登
（
袖
原
）

上
野

文
彦
（
荒
町
）

五
十
嵐
清
治
（
古
殿
１
）

五
十
嵐
昭
一
（
古
殿
２
）

古
瀬

義
信
（
畑
沢
１
）

古
瀬
憲
一
郎
（
畑
沢
２
）

斉
藤
喜
久
男
（
細
野
１
）

五
十
嵐
清
悦
（
細
野
２
）

草
刈

勝
正
（
六
沢
１
）

大
沼

吉
一
（
六
沢
２
）

本
間

政
人
（
鶴
子
１
）

伊
藤

勝
夫
（
滝
ノ
上
）

大
類

庄
栄
（
中
里
）

西
塚
カ
ネ
子
（
鶴
子
３
）

小
松

俊
和
（
市
野
々
）

大
類

敦
志
（
紅
内
）

▲本店で委嘱状交付式(4/7)

村 山

▲営農センターで委嘱状交付式(4/14)

尾花沢

▲大石田町役場で農事実行組合長連合会
総会(4/13)

大石田

農事実行組合長のみなさんを紹介します農事実行組合長のみなさんを紹介します農事実行組合長のみなさんを紹介します
平成28年度 ＪＡみちのく村山
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なおき なほこ

◆ご家族からお子さんへ
「元気ですこやかに育ってね。と
きどき畑で土にまみれて、心豊か
に成長してほしいな♡」

村山市大槇村山市大槇

奥 野 杏 菜 ちゃん（６ヵ月）奥 野 杏 菜 ちゃん（６ヵ月）
おくおく のの あんあん

しゅんしゅん

※
「
私
、
出
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
‼
」
は
、
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
合
併
20
周
年
記
念
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

創刊号
1995(平成７)年４月号
「みちのく随想」
コーナーに登場！

No.48
1999(平成11)年３月号
「みちのく随想」
コーナーに登場！

ＪＡみちのく村山が誕生した平成７年の４月、
記念すべき『ふれあい』

創刊号の「みちのく随想」トップバッターとして
寄稿して下さった菅井さ

ん。「あれからずい分年齢を重ねました。ＪＡの
おかげで年金ももらえる

ようになりましたよ」と話します。「随想」で、
春の村山地域へ家族で出

かける楽しさを書いてから20年、成長したお子
さんも今は東京暮らし。

グラフィックデザイナーである菅井さんは現在、
道の駅で詩画を作成・販

売しています。「20年の『ふれあい』発行に敬
意を表します。“継続は力

なり”。今後も素敵な広報誌でありますように！
」

尾花沢市寺内

押 切
おしきり

勢津子
せ つ こ

さん

平成８・11年と「みちのく随想」へ寄稿して下さった押切さん。「ス
イカと一緒に人生を歩んできました」と話す通り、思い出の多くはスイ
カにまつわるもの。特に選果設備の導入は“一大改革”でした。「機械に
合わせてスイカの作り方を変えたのをはじめ、学校やＪＡ支店の統廃合
など、社会の流れに自分自身を合わせていった20年間でした」。そんな
20年の時間に今やっと追いついたと話す押切さんは、今年も500本の
苗を植えてやる気十分。スイカと共に、その「歩み」は続きます。

なな

奥野直樹さんと(髙橋)菜穂子さんの長女。名前は、生ま
れた季節にちなみ銀杏から一文字、お母さんから一文字ず
つもらいました。音が出るおもちゃが好きで、おばあちゃ
んのおみやげ“デンデン太鼓”でも遊びます。たまに家の中
の観葉植物“パキラ”とおしゃべりもする、ちょっと不思議
なところも。「機嫌がよくないとパキラにあやしてもらっ
てます」とお母さん。おんぶも好きな杏菜ちゃんは、お母
さんが畑仕事をしているときも好奇心いっぱい。その背中
から、いろんなものに手を伸ばすそうです。

蠍 座
10/24～11/22

【全体運】物事を悪い方に考えてしまいがち、意識的にプラス思考を心掛けて。ヒーリング音楽を聞くとリラックス効果大
【健康運】疲労をため込まないよう、休息が必須 【幸運の食べ物】サンショウ

天秤座
9/23～10/23

【全体運】行動力がアップする時期。過去に駄目だったことへの再トライも成功率は高め。海外に興味を持つのもラッキー
【健康運】食生活の見直しを。栄養バランスが大事 【幸運の食べ物】トマト

尾花沢に伝わる「豆人形」に魅せら
れた五十嵐さん。毎週火曜日にサル
ナートで開かれている教室に通って作
り方を学んでいます。「去年、豆人形
というものを知って、わあ！作り方を
覚えよう！と思い立ちました」と話し
てくれました。顔が豆でできている、
小さく可愛い豆人形。女性なら細長い
ササギが、男性なら大豆が使われて、
着物を着せてできあがり。一番の基本
という“花笠踊り”の人形は、女性部の
総会でも展示しました。「教室には忙
しくて行けないこともあります。だけ
どいつか、“舌切り雀”とか縁起物の
“高砂人形”などを作ることが目標で
す」。

尾花沢市延沢尾花沢市延沢

五十嵐 栄 子 さん(68歳)五十嵐 栄 子 さん(68歳)
いい らしらし えいえい ここ

(77）

(62）

村山市楯岡笛田

菅 井
す が い

一 之
か ず ゆ き

さん

いちょう

がが
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９
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２
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４

1213

❶テッポウ、クルマ、ヤマとい
えば何の花？

❷分数の棒の上部に書きます
❸1467年に起きた応仁の――
❹車は車道、人はここを通りま
す

❺自宅から職場へ向かうこと
❼スクリーンが複数ある所もあ
ります

❾雑巾やモップで掃除します
11飛行機が離着陸する施設。エ
アポート

13植物が作る甘い液
15韓国の首都
17アイスクリームや果物を盛り
付けて作るデザート

19１年で一番昼が長い日
21漬物や酒を詰めます

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

[ハガキ記入例]◆応募のきまり
•応募は１人につき１回有効です。
•紙面の都合により「みちのくぼいす」
に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合
も、パズルは抽選対象になります。

•発表は『ふれあい』６月号で行います。
あらかじめご了承ください。

◆応募先
•ハガキ…[記入例]をご参照ください。
•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp
•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ５月25日(水)
※ 当日消印有効

•長峯 邦夫さん(村山市楯岡中町)
•笹原 道子さん(村山市長善寺)
•佐藤 量子さん(村山市富並)
•押切 敬子さん(尾花沢市横町)
•森 猛さん(大石田町田沢)

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広
報
係
行

995-001152

22

23

18

19

20

21

14

15

16

17

11

12

13

８

９

10

６

７

１

２

３

４

５

Ｅ

Ｃ

Ｄ

Ａ
フ キ ナ ガ シ ツ

Ａ

Ｃ

ペンネームＯＫです！希望の方は、本
名・ペンネーム両方とも記入して下さい

山羊座
12/22～1/19

【全体運】心理的に不安定になりやすい月。不平不満や愚痴が増え、運を落とす結果に。笑顔キープが好運の鍵になります
【健康運】ストレッチを習慣にすると体調に好影響 【幸運の食べ物】シソ

射手座
11/23～12/21

【全体運】コロコロ意見を変え、印象ダウンを招きやすいかも。気まぐれな言動は厳禁です。運気回復には花を飾るのが◎
【健康運】不規則な生活リズムを改善すれば、好転 【幸運の食べ物】サクランボ

笑
顔
で
ど
こ
で
も
飛
び
回
り
、

天
真
爛
漫
に
遊
ん
で
い
る
の
を

見
て
い
る
と
、
な
ん
だ
か
ホ
ッ

と
し
ま
す
ね
。

(大
石
田
町
66
歳
農
業
)

今
回
の
テ
ー
マ

｢子
供
の
こ
こ
が
好
き
！
｣

◆
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢私
・
わ
が
家
の
「
忙
し
い
！

時
間
が
な
い
‼
」｣で
す
。

農
繁
期
で
イ
ベ
ン
ト
も
多
い

６
月
。
日
常
の
中
で
、
皆
さ
ん

が
忙
し
さ
や
慌
た
だ
し
さ
、
時

間
の
な
さ
を
感
じ
る
の
は
、
ど

ん
な
と
き
で
す
か
？
時
間
節
約

の
ア
イ
デ
ア
な
ど
も
添
え
て
、

ど
し
ど
し
ハ
ガ
キ
を
お
寄
せ
下

さ
い
。

６
月
10
日
は
「
時
の
記
念

日
」
で
す
。
忙
し
く
て
祝
日
も

な
い
６
月
で
す
が
、
時
間
を
大

切
に
、
一
気
に
乗
り
切
り
ま
し

ょ
う
！

ＪＡみちのく村山
シンボルマークをさがせ！

どこかのページに
「みちのく村山」
シンボルマークが
隠れています！
◎答えは次号！

⬇ タテのカギ ➡ ヨコのカギ
❶風呂場の中の体を沈める所。
浴槽ともいいます

❸東大寺の大仏の頭には492個
あったといわれています

❻仏壇の前で鳴らします
❼グリーンピースは青――のこ
と

❽ランキングのトップ
10釣り糸の途中に付けます
12左右反対に映ります
14真実ではありません
16甲羅があり、キュウリが好き
な妖怪

18キャベツの名産地、嬬恋――
20ジャムの瓶の――が固くて開
かない

22塗り物に塗ってある物
23田んぼでゲコゲコ鳴きます

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
答え

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の
５名の方が当選しました｡おめでとうございます｡

４月号の答え ｢ナツミカン｣

Ｅ

Ｄ

Ｂ

タ カ ナ オ ウ ボ
バ フ ジ カ ミ
ム シ ン ケ イ

カ ン ジ ツ ナ
チ ワ ワ ア サ リ
ク カ キ ツ バ タ

テ
ー
マ
大
賞

図書カードが当たります！
みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名
クロスワードパズル正解者の中から……５名

①パズルの答え
②｢みちのくぼいす｣テ
ーマなどに関する身
近な話題、ご意見・
ご感想
③郵便番号・住所
④氏名・ペンネーム
⑤年齢
⑥職業
⑦電話番号

子
供
は
、
顔
も
寝
顔
も
カ
ワ
イ

イ
‼
自
分
の
子
や
孫
は
、
い
つ
ま

で
も
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
て

も
、
き
っ
と
カ
ワ
イ
イ
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

(村
山
市
53
歳
主
婦
)

制
服
を
着
た
幼
稚
園
の
園
児
が
、

歩
道
で
保
育
士
に
つ
き
そ
わ
れ
な

が
ら
一
列
縦
隊
で
歩
い
て
い
る
の

は
魅
力
的
で
す
。

(村
山
市
87
歳
農
業
)

子
供
の
日
は
、
た
ま
に
コ
コ
ス

に
行
っ
て
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を

し
ま
す
。
子
供
は
と
て
も
喜
び
ま

す
し
、
大
人
も
楽
し
い
で
す
よ
。

(村
山
市
65
歳
主
婦
)

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
の
と
き
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ィ
ー
オ
君
や
、

山
形
県
の
「
ペ
ロ
リ
ン
」
を
は
じ

め
と
す
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
み
ん
な

も
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
来
て
く
れ
ま

す
。
そ
ん
な
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
と

遊
ん
で
い
る
子
供
が
好
き
で
す
。

(村
山
市
・
ガ
ン
バ
ロ
ー
モ
ン
テ

デ
ィ
オ
さ
ん
)

村
山
産
業
高
校
の
生
徒
が
、
家

の
前
を
通
り
、
明
る
い
笑
顔
で
朝

の
挨
拶
を
し
て
い
き
ま
す
。

(村
山
市
82
歳
農
業
)

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
た
時

の
こ
と
。
小
学
１
年
生
く
ら
い
の

女
の
子
が
、
３
歳
く
ら
い
の
女
の

子
の
手
を
取
っ
て
歩
い
て
い
ま
し

た
。
姉
妹
か
な
、
と
見
て
い
た
ら
、

妹
の
方
が
つ
ま
ず
い
て
転
び
そ
う

に
な
っ
て
、
お
姉
ち
ゃ
ん
は
す
ぐ

に
抱
っ
こ
し
て
ひ
ざ
の
土
を
払
い
、

泣
き
そ
う
な
妹
に
何
か
語
り
か
け

て
い
ま
し
た
。
お
姉
ち
ゃ
ん
す
ご

い
な
あ
と
感
心
し
て
見
て
い
ま
し

た
。
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
で
し
た
。

(尾
花
沢
市
77
歳
)

私
の
息
子
は
中
学
生
の
時
に
不

登
校
に
な
り
、
そ
れ
は
そ
れ
は
精

神
的
に
困
り
ま
し
た
。
会
社
へ
出

勤
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
気
に
か

か
り
、
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
…
と
い

う
こ
と
が
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
今
は
そ
れ
を
乗
り
こ
え
て
、

毎
日
会
社
へ
出
勤
し
て
い
ま
す
。

学
校
は
出
て
い
な
く
て
も
、
今
、

そ
れ
以
上
に
が
ん
ば
っ
て
る
息
子

を
見
て
い
る
と
、
本
当
に
う
れ
し

く
て
う
れ
し
く
て
、
涙
が
あ
ふ
れ

ま
す
。
自
分
の
息
子
を
信
じ
ま
し

ょ
う
‼

(村
山
市
主
婦
)

我
が
家
の
６
歳
と
４
歳
の
孫
た

ち
は
、
夜
、
看
護
師
の
マ
マ
が
い

な
い
こ
と
が
あ
る
生
活
に
も
す
っ

か
り
慣
れ
ま
し
た
。
夕
飯
の
後
、

じ
い
ち
ゃ
ん
と
三
人
で
ふ
ざ
け
て

笑
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
と
、

私
も
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
持
ち
で
笑
顔

に
な
り
ま
す
。
一
年
一
年
、
成
長

し
て
い
る
な
あ
と
感
じ
ら
れ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。(尾

花
沢
市
主
婦
)

☆
夜
の
出
勤
で
忙
し
い
マ
マ
も
、
こ

れ
な
ら
安
心
で
す
ね
。

子
供
は
、
と
に
か
く
無
条
件
に

か
わ
い
い
で
す
！

(村
山
市
・
と
ま
と
娘
さ
ん
)

子
供
か
あ
〜
！
３
人
の
息
子
た

ち
も
み
ん
な
結
婚
、
そ
し
て
子
供

が
生
ま
れ
、
今
は
孫
と
遊
ん
で
い

ま
す
。
昔
は
自
分
の
子
供
と
抱
き

合
っ
た
り
顔
を
く
っ
つ
け
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
今
は
孫
に
同
じ
こ

と
を
し
て
可
愛
が
っ
て
い
ま
す

ヨ
！

(尾
花
沢
市
56
歳
主
婦
)

子
供
を
見
て
い
て
お
も
し
ろ
い

と
感
じ
る
の
は
、
幼
児
で
も
、
弟

や
妹
が
で
き
る
と
、
自
然
に
面
倒

見
が
よ
く
な
っ
て
「
お
兄
ち
ゃ
ん

ら
し
く
」「
お
姉
ち
ゃ
ん
ら
し
く
」

な
る
こ
と
。
う
ち
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
ど
こ
も
そ
う
み
た
い
で
す
。

上
の
子
が
、
下
の
子
の
頭
を
な
で

な
で
し
た
り
し
て
い
る
の
は
、
見

て
い
る
だ
け
で
和
み
ま
す
。

(村
山
市
)

子
ど
も
は
素
直
な
と
こ
ろ
が
一

番
で
す
‼
(尾
花
沢
市
66
歳
農
業
)

熊
本
県
阿
蘇
地
区
の
地
震
で
、

村
山
市
の
数
名
の
方
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
私
の
と
こ
ろ
の
状

況
に
つ
い
て
ご
心
配
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
主
人
も
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
す
。
村
山
の
情
報
も
懐
か
し

く
、『
ふ
れ
あ
い
』
を
今
後
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
４
月
、
宮

崎
で
栽
培
し
て
い
る
り
ん
ご
（
つ

が
る
・
ふ
じ
）
の
花
も
満
開
に
な

り
ま
し
た
。

(宮
崎
県
在
住
の
読
者
の
方
よ
り
)

☆
震
災
で
被
害
を
受
け
た
地
域
の
一

日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
『
ふ
れ
あ
い
』

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

毎
月
『
ふ
れ
あ
い
』
を
送
っ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
大
変
た
め
に
な
り
、
知
っ

て
い
る
人
々
の
こ
と
を
読
む
の
が

待
ち
遠
し
い
で
す
。
職
員
の
方
も

知
っ
て
い
る
人
た
ち
。
い
つ
も
変

わ
ら
ず
、
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

(天
童
市
在
住
の
読
者
の
方
よ
り
)

先
日
、
Ｊ
Ａ
の
販
売
所
に
行
っ

た
と
こ
ろ
、
商
品
の
値
段
が
分
か

り
に
く
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
…
。

す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
、
ど
の
商
品

も
分
か
り
や
す
く
お
願
い
し
ま
す
。

(村
山
市
・「
チ
ッ
コ
ば
あ
さ
ん
」

さ
ん
)

☆
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
値
引
き
商
品
に
は

値
段
シ
ー
ル
を
貼
る
よ
う
に
し

て
、
は
が
れ
る
こ
と
な
ど
も
な

い
よ
う
に
、分
か
り
や
す
く
、見

や
す
く
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※先月号の答えは８ページの右下でした｡

Ｂ

☆
子
供
は
疲
れ
知
ら
ず
。
い
っ
ぱ
い

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
純
粋
さ
に
、

胸
が
暖
か
く
な
り
ま
す
ね
。



1415 魚 座
2/19～3/20

【全体運】ささいなことでいらいら気味。周囲の欠点に目が行きやすいので、長所を見るようにして。気晴らしには料理が吉
【健康運】スポーツを楽しむことで体の調子アップ 【幸運の食べ物】シシトウ

水瓶座
１/20～2/18

【全体運】気の合う仲間たちとにぎやかに過ごすのに良い期間。レジャーを満喫することで、自然と運も上向くはず
【健康運】笑いのある生活がストレス解消の秘訣(ひけつ)に 【幸運の食べ物】アナゴ

お知らせ掲示板 お知らせ掲示板お知らせ掲示板 お知らせ掲示板

こんにちはこんにちは
クミアイ家庭薬ですクミアイ家庭薬です

㈱みちのくサービスからのお知らせ㈱みちのくサービスからのお知らせ

ＪＡみちのく村山ＪＡみちのく村山
第21回通常総代会のお知らせ第21回通常総代会のお知らせ

◆開催日時◆
平成28年６月７日(火) 午後１時30分開催
◆場所◆
本店３階 大ホール

各営業所で、下記の期間「さなぶり」イベントと
してガソリンの値引き販売やタイヤ特価セールなど
を行います。ぜひお越しください。

◆尾花沢中央ＳＳ
•５月27日(金)～29日(日) 午前７時～午後９時
◆福原ＳＳ
•５月27日(金)～29日(日) 午前７時～午後７時
◆尾花沢農機車両センター
•５月28日(土)・29日(日) 午前10時～午後５時

(両日とも)
◆大石田中央ＳＳ
•5月28日(土) 午前7時～午後7時
•5月29日(日) 午前8時～午後7時

尾花沢地区女性部尾花沢地区女性部
貸衣裳展示会のお知らせ貸衣裳展示会のお知らせ

◆開催日時／６月11日(土)・12日(日)◆開催日時／６月11日(土)・12日(日)
午前９時～午後４時午前９時～午後４時

◆開催場所／尾花沢営農センター ３階◆開催場所／尾花沢営農センター ３階
成人式撮影会の予約も受け付けます。成人式撮影会の予約も受け付けます。
撮影日：８月11日(木)・12日(金)撮影日：８月11日(木)・12日(金)
料 金：男性35,000円・女性39,800円(15名様限定)料 金：男性35,000円・女性39,800円(15名様限定)
場 所：尾花沢営農センター(詳細は☎22-1708へ）場 所：尾花沢営農センター(詳細は☎22-1708へ）

①売地
◆価格／1,098万円 ◆所在地／村山市駅西
◆地目／田 ◆面積／453㎡
◆都市計画／非線引き ◆用途地域／二住
◆建ぺい率／60％ ◆容積率／200％
◆道路／西側６ⅿ ◆交通／ＪＲ村山駅徒歩３分
◆学区／楯岡小・中
②売地
◆価格／362万円
◆所在地／大石田町大字大石田上ノ原(庚申町)
◆地目／宅地・畑
◆面積／528.66㎡(宅地247.66㎡・畑281㎡)
◆都市計画／非線引き ◆用途地域／準工業地域
◆建ぺい率／60％ ◆容積率／200％
◆道路／南側９ⅿ県道
◆交通／ＪＲ大石田駅徒歩５分
◆学区／大石田小・中

不動産物件情報不動産物件情報

問い合わせ先
ＪＡみちのく村山 髙橋(☎0237-55-6312)まで

碁点給油所改装工事に伴う一時休業のお知らせ碁点給油所改装工事に伴う一時休業のお知らせ
碁点給油所の改装工事に伴い、誠に勝手ながら一時休業させていただくこととなりました。

◆休業期間／平成28年５月26日(木) より
リニューアルオープン日・10月中旬 【予定】

改装後は、ガソリンスタン
ドのマークを「コスモ石油」
から「ＪＡ－ＳＳ(全農)」に
変更し、セルフ給油所として
オープン致します。給油所ス
タッフ一同さらなるサービス
の向上に努め、皆様のご来店
をお迎えする所存でございま
す。工事期間中は何かとご不
便をお掛けいたしますが、ご
理解の程宜しくお願い申し上
げます。休業期間中につきま
しては、左記弊社村山中央給
油所、大高根給油所を是非ご
利用ください。何卒宜しくお
願い申し上げます。

◆碁点給油所 0237-56-3200(担当：渡辺) ◆本社石油部 0237-57-2801(担当：三宅)

詳しいお問い合わせにつきましては

村山中央給油所
村山市楯岡北町1-1-1 ☎ 0237-55-3522
営業時間 平日・土曜 7:00～19:00

日曜・祝日 8:00～19:00

大高根給油所
村山市大字富並1807-2 ☎ 0237-57-2801
営業時間 平日 7:30 ～18:30

土曜･日曜･祝日 8:00～18:00

クミアイ家庭薬のイイところ(^0^)/
配置薬はメリットがいっぱい！
①24時間いつでも使える
②使った分だけ後払い
③薬箱の中はオーダーメイド
④災害などの緊急時の備えに

◆村山経済事業所 52-4160
◆尾花沢経済事業所 22-1310
◆大石田経済事業所 35-3133

お問い合わせはお問い合わせは
こちらへ！こちらへ！

平成29年度 ＪＡみちのく村山職員募集要領平成29年度 ＪＡみちのく村山職員募集要領
１．募集職種／総合職
２．採用予定人員／若干名
３．応募資格
⑴大学、短大(農業大学校含む)の卒業者(平成29年３
月卒業予定者含む）
⑵自宅から通勤可能な方
４．応募方法
⑴応募書類
①自筆による受験願書兼履歴書
ＪＡみちのく村山独自の様式を使用します。用紙
についてはＪＡの本店に備えています。また、当
ＪＡのホームページよりダウンロードできます。
②学業成績証明書
③卒業または卒業見込証明書（成績証明書と同一証
明の場合は省略可）
④写真２枚（１枚は履歴書に添付、もう１枚は受験
票に添付用）
※最近３ヵ月以内に写した上半身 縦４㎝×横３㎝
⑤各種免許、資格を有する方は、その証明書の写し
⑵応募受付期間
平成28年６月８日(水)～７月８日(金)【必着】
⑶書類提出先
〒995-0011 山形県村山市楯岡北町一丁目１番１号
ＪＡみちのく村山 管理部人事教育課 宛
※郵便で応募書類を提出するときは、封筒の表に「職
員採用応募書類在中」と朱記して下さい。

５．選考方法
⑴第１次試験
①試験日／平成28年７月25日(月)

午前８時30分から受付(予定)

②試験科目／総合適性検査(能力検査、性格検査)・
小論文
③試験会場／山形市東古舘123番地｢協同の杜｣ＪＡ
研修所
※応募者多数の場合は、第１次試験の前に書類選考
を行う場合があります。

⑵第２次試験／第１次試験の結果を踏まえ、後日、Ｊ
Ａみちのく村山本店にて面接試験を実施します。ま
た、面接試験日等は、第１次試験合格者に直接連絡
いたします。

６．待遇等
⑴採用時期／平成29年４月１日
⑵処遇／正職員
※６ヵ月間の試用期間有(給与条件等変更無)
⑶勤務場所／ＪＡみちのく村山管内(村山市・尾花沢
市・大石田町)
⑷給与等／当組合給与規程の定めるところによります。
⑸健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険等加入い
たします。

７．その他
⑴採用決定通知、その他の通知は、直接本人におこな
います。
⑵年齢制限については、卒業後概ね10年以内とし、新
規学卒者と併せて同一募集枠で募集します。
⑶提出していただきました書類は、採用業務に関して
のみ利用いたします。なお、提出書類につきまして
は、返却いたしませんのでご了承ください。

※詳細なオープン日は後日改めて通知いたします。

高木酒造さん

※不明な点については管理部人事教育課にお問い合せ下さい｡
TEL 0237-55-6311(内線115番) FAX 0237-55-5825

イオン山形北店で出張販売を行います。皆さんど
うぞご来店下さい！
◆日時／平成28年５月20日(金)～22日(日)
※時間帯はお問い合わせ下さい。
大石田経済事業所 ☎35-3133

大石田農産物直売所大石田農産物直売所
｢つなぎ｣よりお知らせ｢つなぎ｣よりお知らせ


